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４
月
１
日
、平
成
に
変
わ
る
新
し
い

元
号
が「
令
和
」と
決
ま
り
、い
よ
い
よ

５
月
１
日
午
前
０
時
に
改
ま
り
ま
す
。

　

現
存
す
る
日
本
最
古
の
歌
集
で
あ

る
万
葉
集
は
、国
民
に
広
く
親
し
ま

れ
た
古
典
で
す
が
、天
皇
や
貴
族
だ
け

で
は
な
く
、防
人
や
多
く
の
庶
民
の
歌

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、国

民
に
等
し
く
、個
性
を
輝
か
せ
て
い
く

時
代
に
し
た
い
と
の
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
大
き
な
歴
史
の
節
目
に
、

日
本
人
の
心
の
原
点
と
も
言
え
る
歌

集
で
、不
滅
の
価
値
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
国
書
に
少
し
で
も
触
れ
た
い
思

い
に
駆
ら
れ
ま
す
。

　

梅
花
は
来
る
年
来
る
年
、厳
し
い

寒
さ
の
中
、ど
の
花
に
も
先
駆
け
て
咲

き
始
め
ま
す
。
新
年
度
、桜
の
季
節
、

希
望
あ
ふ
れ
る
時
代
の
幕
開
け
と
な

る
よ
う
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

（
平
野
）

　大溝一丁目２番２１号に金津城溝江の館跡があります。溝江氏は、溝江郷南金津に本拠地を置く土着の豪

族で、その名は室町時代初期に見え始めます。

　戦国時代初め、朝倉氏が一乗谷を中心に越前の支配を強めた頃、溝江氏は朝倉氏の家臣になりました。

溝江河内守景逸と、その子、大炊助長逸は代々朝倉氏に仕え（貞景、孝景、義景）、越前北部の防衛の拠点

として、金津のこの地に（古町字夕部）に金津城を構えて、たびたび加賀の一向一揆と戦い軍功をあげました。

しかし、天正元年（1573）に朝倉氏が織田信長に滅ぼされると、翌年

2月１９日越前・加賀の一向一揆、その勢2万人の総攻撃に合い、長

逸は、子、長澄を脱出させ、景逸・長逸父子および一族郎党30余人

は館に火を放ち、自刃しました。

景逸辞世の句

　　　　世の中の楽をも苦をも春の夜の

　　　　　　　短かき夢と今日見果てぬる　　　　　　　　  （北島）
金津城溝江の館跡

2p

4p

6p

11p

12p

12p

12p

13p

14p

３月定例会報告‥‥‥‥‥‥‥‥‥

委員会報告‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

一般質問‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

激励・協賛金一覧‥‥‥‥‥‥‥‥

議会トピックス‥‥‥‥‥‥‥‥‥

請願・陳情・意見書等‥‥‥‥‥‥

討論‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

議案と結果‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

ふるさと探訪‥‥‥‥‥‥‥‥‥

市民の皆さまに日ごろの議会活動を広く知っていただくために、議会報告会を開催します。
今回は、定例会の審議内容について報告させていただき、そのあと意見交換を行います。

　いずれの会場でもお気軽にご参加ください。

議会報告会を12会場で開催します

５月２１日（火）
19：30～21:00

中浜区民館

北潟公民館

坪江公民館

本荘公民館

日
時

会
　
　
場

５月２４日（金）
19：30～21:00

伊井公民館

吉崎公民館

湯のまち公民館

水口・天王自治会館

５月２７日（月）
19：30～21:00

中央公民館

細呂木公民館

波松区民館

剱岳公民館

かわちのかみ かげやす

なが

やす

かげやす

ながずみ かげやす ながやす

おおいのすけ  ながやす さだかげ たかかげ よしかげ

「金津城溝江の館跡」
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　人口減少・高齢化が進む中、10年先、20年先を見据えて、「誰もがときめくあわら市」の実現に向け、
事務事業の推進と持続可能な行財政運営の両立を図った予算としています。

歳入歳出 １４7億円に歳入歳出 １４7億円に
3月定例会3月定例会 平成31年度一般会計予算成立

会　計　名 予　算　額 前年度比較（％）

一 般 会 計

芦原温泉上水道財産区水道事業

合 計

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

農業者労働災害共済

公 共 下 水 道 事 業

工 業 用 水 道 事 業

農業集落排水事業

147億 円

32億 　950万円

3億 5,250万円

500万円

9億 4,757万円

23億 9,354万円

0円

0円

2億 2,091万円

218億 2,902万円

1.1

3.1

5.6

0.0

△ 4.6

3.1

廃止

廃止

0.6

1.2

水 道 事 業

特
　 

別
　 

会
　 

計

基金・積立金残高（市の貯金）

財政調整基金
地域振興基金
その他
※一般会計所管　　計
国民健康保険基金
農業者労働災害共済基金
※特別会計所管　　計
　合　　　計

市民１人当りの貯金  約20万6千円（△0.5％）

市民１人当りの借金  約105万6千円（△0.4％）

28億 9,100万円
13億       　  円
10億 8,186万円
52億 7,286万円
 5億 2,343万円

3,168万円
5億 5,511万円

58億 2,797万円（△2.7％）

一般会計

公共下水道会計

水道事業会計

農業集落排水事業会計

　合　　　計

177億 8,886万円

106億 7,293万円

13億 152万円

5,370万円

298億1,701万円（△1.9％）

地方債残高（市の借金）

＜地方債及び基金・積立金の状況（平成31年3月末見込）＞

※ 1人当たりの借金･貯金の算定基準
　 平成31.3.1現在の人口　28,221人
※ （　　）内は、前年度比較

１　ＪＲ芦原温泉駅及び周辺の機能の充実と着実な整備の推進
２　子育て支援の強化、高齢者が元気に暮らすまちづくり
３　教育環境の充実
４　まち・むらの活性化及び産業の更なる振興
５　“あわら魅力づくり”の推進

あわら市平成３1年度当初予算のポイントあわら市平成３1年度当初予算のポイント

福井県市議会議長会
２月定期総会（あわら市開催）
福井県市議会議長会
２月定期総会（あわら市開催）

　平成３１年３月定例会が２月２５日から３月２０日までの会期で開催されました。
　今定例会では、平成３０年度補正予算に関するもの６議案、平成３１年度当初予算に関するもの７議案、
条例の改正等に関するもの８議案、人事に関するもの５議案、その他２議案の計２８議案が上程され、すべ
て原案のとおり可決・同意されました。
　なお、今回は１０人の議員が一般質問を行い、理事者に対して市政をただしました。
　その他、請願１件を不採択としました。

■平成３０年度一般会計予算総額は１４７億３,４８９万３千円に
■あわら市教育委員会委員　坂井 優 氏の任命に同意
■あわら市固定資産評価審査委員会委員
　山口 博行 氏、五十嵐 正枝 氏、西村 英一 氏の選任に同意
■人権擁護委員　永棹 厚子 氏の推薦に同意

2億9,000万3千円を減額2億9,000万3千円を減額
3月定例会3月定例会 平成30年度一般会計補正予算(第6号)

２
月
１
日

12
日

　
　
　
　15

日
18
日

19
日

22
日

25
日

３
月
４
日

　
　

５
日

　
　

６
日

　
　

７
日

　
　

８
日

11
日

12
日

13
日

19
日

20
日

　
　

　
　

４
月
８
日

　
　

12
日

16
日

　
　

19
日

福
井
県
市
議
会
議
長
会

　

２
月
定
期
総
会（
あ
わ
ら
市
開
催
）

総
合
交
通
ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

・
環
境
対
策
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　

  

行
政
視
察（
〜
13
日
）

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

広
報
編
集
特
別
委
員
会
研
修
会

第
96
回
議
会
定
例
会　

開
会

一
般
質
問

一
般
質
問

総
務
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

総
務
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

総
務
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

第
96
回
議
会
定
例
会　

閉
会

広
報
編
集
特
別
委
員
会

全
員
協
議
会

広
報
編
集
特
別
委
員
会

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

広
報
編
集
特
別
委
員
会

お
も
な
会
議
の
み
掲
載

議
会
日
誌

さかいさかい まさるまさる

やまぐちやまぐちひろゆきひろゆき

ながさおながさおあつ こあつ こ

にしむらにしむらえいいちえいいちいがらしいがらし まさ えまさ え
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(仮称)あわら市西口立体駐車場イメージ図

北潟湖畔公園

設置箇所の現地視察

休校中の吉崎小学校

剱岳地区による長寿祭

産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

平
成
31
年
度

一
般
会
計
予
算

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
査
状
況
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
査
状
況
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

公
共
施
設
再
配
置
計
画

策
定
事
業

４
０
０
万
円
繰
越
明
許
費

総
務
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

総
務
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

委
員 

計
画
策
定
遅
延
の
理

由
は
何
か
。

理
事
者 

一
次
評
価
で
公
共

施
設
の
廃
止
等
を
機
械
的

に
整
理
し
ま
し
た
。
そ
の
後

専
門
家
の
審
議
を
経
て
進
め

る
た
め
に
時
間
を
要
し
ま
し

た
。

委
員 

再
配
置
事
業
に
つ
い

て
相
当
の
年
数
と
費
用
を
要

す
る
の
で
慎
重
に
取
組
ん
で

も
ら
い
た
い
。

理
事
者 

向
こ
う
40
年
の
計

画
で
進
め
て
い
ま
す
。
高
度

成
長
期
に
整
備
さ
れ
た
施
設

が
更
新
時
期
に
き
て
お
り
更

新
す
れ
ば
維
持
管
理
経
費
が

掛
か
り
ま
す
。
更
新
の
有
無

は
慎
重
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
政
策
課

障
害
児
支
援
事
業

５
０
０
万
円

障
害
児
支
援
事
業

５
０
０
万
円

あ
わ
ら
市
観
光
協
会
へ

の
補
助
金

２
千
１
２
０
万
円

■
観
光
商
工
課

あ
わ
ら
観
月
の
夕
べ
事
業

９
０
０
万
円

委
員 

今
後
、
ど
の
よ
う
な

方
針
で
取
り
組
む
の
か
。

理
事
者 

今
回
か
ら
「
北
潟

湖
畔
観
月
の
夕
べ
」か
ら「
あ

わ
ら
観
月
の
夕
べ
」
と
名
称

を
変
更
し
ま
し
た
。
北
潟
地

区
だ
け
で
な
く
、
坂
井
北
部

丘
陵
地
、
波
松
及
び
細
呂

木
も
含
め
た
一
大
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
誘
客
を
考
え
て
い
ま

す
。
観
月
の
夕
べ
を
再
構
築

し
、
周
辺
一
帯
の
魅
力
発
信

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

獣
害
対
策
グ
レ
ー
チ
ン

グ
整
備
補
助
金

５
７
７
万
５
千
円

委
員 

市
単
独
で
事
業
を
行

う
の
か
。

理
事
者 

国
庫
補
助
事
業
の

対
象
と
す
る
た
め
に
、
県
に

要
望
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

県
は
国
と
特
認
の
協
議
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
認

が
下
り
る
の
で
あ
れ
ば
、
５

月
か
ら
６
月
頃
と
な
り
ま
す
。

ま
ず
は
そ
れ
を
見
極
め
、
そ

の
後
、
効
果
的
な
設
置
場

所
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

委
員 

こ
の
間
に
も
イ
ノ
シ
シ

は
移
動
し
て
い
る
。
早
急
に

進
め
な
け
れ
ば
、
人
的
被
害

が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
る
の

で
、
強
力
に
進
め
る
べ
き
で

あ
る
。

※

獣
害
対
策
グ
レ
ー
チ
ン
グ

　
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
ひ
づ
め

を
持
つ
動
物
が
歩
行
困
難

な
格
子
状
の
溝
蓋
の
こ
と
。

人
や
車
は
通
行
可
能
。
道

路
な
ど
、
閉
鎖
で
き
な
い

箇
所
に
設
置
し
て
、
そ
こ

か
ら
の
害
獣
の
侵
入
を
防

ぐ
。

平
成
30
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

ま
ち
・
む
ら
と
き
め
き

推
進
事
業

１
千
万
円

委
員 

こ
の
事
業
で
備
品
購

入
な
ど
を
認
め
る
と
補
助
金

の
ば
ら
撒
き
に
な
る
。
具
体

例
を
示
す
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
が
。

理
事
者 

各
区
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
た
め
に
な
る
整
備
な

ら
ば
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

補
助
金
申
請
の
段
階
か
ら

各
区
長
と
協
議
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
考
え
で
す
。

■
総
務
課

健
康
長
寿
の
つ
ど
い

事
業
交
付
金

３
６
０
万
円

委
員 

65
歳
以
上
を
対
象
に

地
域
単
位
で
行
う
事
業
と
の

こ
と
で
、
地
区
区
長
会
が
実

施
主
体
に
な
っ
て
い
る
が
、

区
長
に
過
剰
な
負
担
が
掛
か

ら
な
い
よ
う
に
、
柔
軟
に
対

応
す
べ
き
で
な
い
か
。

理
事
者 

実
行
委
員
会
方
式

で
行
い
、
企
画
段
階
か
ら
市

の
職
員
が
関
わ
り
、
区
長
の

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
す
。

■
健
康
長
寿
課

平
成
31
年
度

一
般
会
計
予
算

委
員 

平
成
30
年
度
国
保
基

金
残
高
５
億
２
千
３
百
万
円

に
つ
い
て
、
基
金
残
高
が
過

大
で
は
な
い
か
。

理
事
者 
平
成
27
年
度
か
ら

の
Ｃ
型
肝
炎
新
薬
に
よ
る
治

療
で
医
療
費
が
高
騰
し
、
国

保
会
計
の
運
営
が
厳
し
い
時

期
も
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も

医
療
費
の
高
騰
が
あ
れ
ば
、

歳
入
不
足
に
陥
る
こ
と
も
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

委
員 

国
保
税
資
産
割
を
全

廃
す
る
予
定
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

理
事
者 

平
成
33
年
か
ら
35

年
度
の
間
で
、
国
保
運
営

協
議
会
の
意
見
を
聞
き
、

早
期
に
資
産
割
を
全
廃
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

平
成
30
年
度

国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

空
き
家
対
策
事
業

１
２
３
万
５
千
円

委
員 

空
き
家
の
利
活
用
が

進
ん
で
い
な
い
よ
う
だ
が
。

理
事
者 
移
住
定
住
を
含
め
、

空
き
家
の
利
活
用
を
推
進
す

る
た
め
、
生
活
環
境
課
内
に

移
住
定
住
推
進
室
を
設
置

し
ま
す
。

■
生
活
環
境
課

休
校
利
活
用
事
業

１
千
１
３
万
４
千
円

委
員 

休
校
利
活
用
の
今
後

の
見
通
し
は
ど
う
か
。

理
事
者 

見
極
め
の
時
期
に

来
て
い
る
が
、
ま
ち
づ
く
り

■
政
策
課

道
路
一
般
改
良
舗
装
事
業

６
千
万
円

委
員 

各
地
区
か
ら
要
望
が

多
い
事
業
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

前
年
度
よ
り
５
５
０
万
円
減

額
の
理
由
は
何
か
。

理
事
者 

国
庫
補
助
を
活
用

し
て
舗
装
工
事
等
を
進
め
て

い
る
の
で
、
当
該
事
業
は
減

額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
道

路
改
良
工
事
等
に
要
す
る
全

体
の
額
は
増
額
し
て
い
ま
す
。

■
農
林
水
産
課

委
員 

基
本
設
計
の
実
績
が

ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
状
況

で
、
実
施
設
計
に
係
る
予

算
は
認
め
ら
れ
な
い
。

理
事
者 

基
本
設
計
が
完
了

次
第
、
議
会
に
報
告
し
協

議
し
ま
す
。
議
会
の
同
意
が

得
ら
れ
た
の
ち
、
実
施
設
計

費
を
執
行
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

■
新
幹
線
ま
ち
づ
く
り
課

市
立
認
定
こ
ど
も
園

運
営
事
業

７
千
９
８
０
万
３
千
円

私
立
認
定
こ
ど
も
園

運
営
事
業

１
０
億
２
千
６
６
万
円

委
員 

幼
児
教
育
無
償
化
に

つ
い
て
、
10
月
以
降
、
国
の

制
度
で
３
歳
児
か
ら
５
歳
児

ま
で
の
園
料
が
副
食
費
を
除

き
無
償
と
の
こ
と
だ
が
、
現

在
、
市
独
自
で
行
っ
て
い
る

５
歳
児
の
保
育
料
は
副
食

費
を
含
め
て
無
料
で
あ
る
。

10
月
以
降
、
保
護
者
負
担

に
な
る
の
か
。

理
事
者 

国
が
副
食
費
を
除

い
た
保
育
料
を
無
償
化
す
る

と
定
め
た
た
め
、
５
歳
児
の

保
護
者
の
副
食
費
負
担
が

発
生
し
ま
す
。
し
か
し
、
議

論
の
余
地
が
あ
り
、
各
市
町

の
状
況
を
見
な
が
ら
、
再
度

６
月
議
会
で
議
論
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
課

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
査
状
況
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
査
状
況
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■
建
設
課

　

イ
ノ
シ
シ
捕
獲
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
３
月
13
日
に
、
鳥

獣
害
対
策
協
議
会
に
加
盟

す
る
35
集
落
に
対
す
る
説
明

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
農
林
水
産
課

委
員 

中
小
零
細
商
工
業
者

に
対
す
る
補
助
事
業
が
少
な

い
の
で
は
な
い
か
。

理
事
者 

平
成
31
年
度
か
ら
、

観
光
商
工
課
を
観
光
振
興

課
と
商
工
労
働
課
に
分
け
、

商
工
業
に
注
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
観
光
商
工
課

議
案
外
の
件

委
員 

非
常
に
大
き
な
額
の

補
助
金
が
交
付
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
成
果
は
出
て
い
る

の
か
。

理
事
者 

観
光
協
会
が
行
う

事
業
は
ソ
フ
ト
事
業
な
の
で
、

目
に
見
え
な
い
こ
と
も
多
い

で
す
。
市
全
体
を
考
え
て
、

農
業
団
体
や
商
工
団
体
等

と
も
連
携
し
て
い
ま
す
。

の
団
体
を
立
ち
上
げ
、
法
人

化
し
活
動
す
る
地
区
も
あ
り

ま
す
。

　

特
に
吉
崎
・
波
松
地
区

の
休
校
利
活
用
は
も
と
よ
り
、

地
域
を
ど
の
よ
う
に
し
た
い

か
の
視
点
に
立
ち
考
え
て
い

き
ま
す
。

※

西
口
駐
車
場
お
よ
び

西
口
駅
前
広
場
に
係
る

実
施
設
計
費

７
千
２
０
０
万
円
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の
障
害
者
雇
用
促
進
法
改

正
に
よ
り
、分
野
に
お
け
る

差
別
の
禁
止
、合
理
的
配
慮

の
義
務
、相
談
体
制
整
備
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。具
体
的
な
対
策
と
精
神

障
が
い
者
雇
用
の
対
策
は
。

本
人
の
希
望

や
障
が
い
者
の
種
別
等
に
よ

り
、職
場
環
境
に
配
慮
す
る

こ
と
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

31
年
度
か
ら
行
財

政
改
革
に
本
格
的
に
取
り

組
む
予
定
で
あ
り
、雇
用
環

境
を
改
善
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

外
国
人
雇
用
の
実

態
、企
業
数
、人
数
、傾
向
を

把
握
し
て
い
る
か
。

31
年
２
月
現
在
で

４
６
５
人
で
あ
り
、そ
の
国

あ
わ
ら
市
の
障
が

い
者
雇
用
率
と
雇
用
人
数

は
何
人
か
。

法
定
障
が
い

者
雇
用
率
は
２
．５
％
で
あ

り
、あ
わ
ら
市
で
は
２
．４

７
％
と
雇
用
率
は
下
回
っ
て

い
ま
す
が
、雇
用
障
が
い
者

数
は
10
人
と
な
り
、基
準
を

満
た
し
て
い
ま
す
。

現
状
に
つ
い
て
の
認

識
と
今
後
の
取
り
組
み
の

方
針
は
。

雇
用
人
数
を

確
保
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、特
に
障
が
い
者
枠
を
設

け
た
募
集
は
行
っ
て
い
な
い

が
、今
後
は
障
が
い
者
枠
を

設
け
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
４
月

籍
は
ベ
ト
ナ
ム
が
１
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、市
内

48
事
業
所
が
雇
用
し
て
お

り
、技
能
実
習
生
が
最
も
多

く
、全
体
の
58
％
を
占
め
て

い
ま
す
。問

題
は
発
生
し
て

い
な
い
か
。集

落
聞
き
取
り
調

査
で
、騒
が
し
い
こ
と
や
ご

み
出
し
の
ル
ー
ル
を
守
ら
な

い
な
ど
、生
活
面
の
苦
情
を

聞
い
て
い
ま
す
。

外
国
人
雇
用
の
方

向
性
と
教
育
の
受
け
入
れ

体
制
は
。受

け
入
れ
環
境
の

整
備
や
市
民
の
意
識
啓
発

な
ど
、多
文
化
共
生
の
推
進

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、国
際

室
を
新
設
し
、将
来
的
に

は
、市
国
際
交
流
協
会
の
設

立
も
考
え
て
い
ま
す
。

最
近
10
年
間
の
募

集
の
成
果
は
。

平
成
21
年
度
か
ら

30
年
度
ま
で
の
10
年
間
に
、

16
人
が
入
隊
し
て
い
ま
す
。

男
子
14
人
、女
子
２
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
３
年
間

の
入
隊
状
況
に
つ
い
て
は
、

28
年
度
、陸
上
自
衛
隊
自
衛

官
候
補
生
１
人
、29
年
度
、

候
補
生
２
人
、陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
１
人
、本
年

度
に
つ
い
て
は
、１
人
が
候

補
生
と
し
て
、陸
上
自
衛
隊

金
沢
駐
屯
地
へ
入
隊
す
る

予
定
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
の

閲
覧
は
何
年
前
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。

自
衛
隊
法
施
行
令

第
１
２
０
条
の
規
定
に
よ

り
、防
衛
大
臣
は
、自
衛
官

及
び
自
衛
官
候
補
生
の
募

集
に
関
し
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
に
は
、都
道
府

県
知
事
又
は
市
町
村
に
対

し
、必
要
な
報
告
又
は
資
料

の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。あ

わ
ら
市
に
お
け
る
自
衛
官

募
集
の
た
め
の
住
民
基
本

台
帳
の
閲
覧
は
、合
併
以
前

か
ら
両
町
で
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

市
内
で
自
衛
隊
の

イ
ベ
ン
ト
等
は
実
施
さ
れ
て

い
る
の
か
。市

民
と
自
衛
隊
と

の
相
互
理
解
を
深
め
、自
衛

隊
の
健
全
な
発
展
に
寄
与

す
る
た
め
、あ
わ
ら
市
自
衛

隊
協
力
会
が
組
織
さ
れ
て

い
ま
す
。市
長
を
会
長
に
、各

区
の
区
長
を
代
議
員
と
し

て
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
活
動
と
し
て
、

３
月
の
自
衛
隊
入
隊
予
定

者
へ
の
激
励
会
開
催
を
は
じ

め
、７
月
に
は
海
上
自
衛
隊

舞
鶴
基
地
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

タ
、９
月
に
は
航
空
自
衛
隊

小
松
基
地
航
空
祭
の
見
学

会
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、昨
年
11
月
に
は
金

沢
第
14
普
通
科
連
隊
の
１

２
０
人
が
石
川
県
加
賀
市

片
野
海
水
浴
場
か
ら
吉
崎
、

浜
坂
、富
津
、波
松
の
海
岸

線
を
通
り
沿
岸
線
を
自
衛

隊
員
の
脚
、目
で
地
域
の
状

況
を
確
認
し
な
が
ら
、鯖
江

駐
屯
地
ま
で
３
日
間
、１
０

０
キ
ロ
徒
歩
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。各
地
区
の
区
長

さ
ん
を
は
じ
め
沢
山
の
区

民
の
方
が
激
励
し
、吉
崎
地

区
で
は
市
長
か
ら
富
津
の

焼
き
芋
を
渡
し
ま
し
た
。

副
市
長

副
市
長

副
市
長

総
務
部
長

市
長

ん
ど
を
JA
金
津
支
店
の
１

人
の
職
員
が
担
っ
て
い
る

が
、そ
の
事
務
処
理
は
限
界

に
達
し
て
い
る
た
め
、今
後

は
市
が
主
導
的
に
協
議
会

の
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

捕
獲
従
事
者
を
ど

の
よ
う
に
し
て
決
め
て
い
る

の
か
。

あ
わ
ら
市
で
は
、

県
猟
友
会
各
支
部
の
意
見

を
聴
き
捕
獲
隊
を
編
成
し

て
い
ま
す
。捕

獲
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
、周
知
は
ど
こ
ま
で
進

ん
で
い
る
か
。マ

ニ
ュ
ア
ル
案
は

で
き
て
い
る
の
で
、詳
細
を

詰
め
て
３
月
中
に
確
定
さ

せ
、加
盟
集
落
に
周
知
し
ま

す
。

捕
獲
従
事
者
の
養

成
は
進
め
て
い
く
の
か
。

市政について問う！市政について問う！市政について問う！市政について問う！
３月の定例会では、10人の議員が一般質問を行いました。
ここでは、その質問と答弁の要旨を掲載します。（通告順）

山
口

山
口

副
市
長

副
市
長

山
口

山
口

インターネット中継で一般質問をご覧になれます。

■山口 志代治 議員
●鳥獣害対策の取り組みについて

■八木 秀雄 議員
●あわら市の自衛官募集について

■堀田 あけみ 議員
●障がい者の雇用について
●外国人雇用について

■吉田 太一 議員
●ＪＲ芦原温泉駅周辺整備計画について

■仁佐 一三 議員
●ごみの個別収集について

■室谷 陽一郎 議員
●ＪＲ芦原温泉駅周辺整備計画について

■毛利 純雄 議員
●介護予防（フレイル対策）事業について
●農業振興について

■山田 重喜 議員
●行政区（自治会）のあり方について
●並行在来線について

■平野 時夫 議員
●風疹と肺炎予防対策について
●健康ポイント制度の導入について

■山川 知一郎 議員
●駅西口エリアの整備について
●子育て支援について

鳥
獣
害
対
策
協
議

会
と
市
役
所
と
の
関
係
、そ

の
法
的
根
拠
、業
務
内
容
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。事
務

局
は
行
政
で
担
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

対
策
協
議
会
は
、

15
年
に
剱
岳
地
区
で
設
立

さ
れ
、今
日
で
は
、北
潟
地

区
を
含
む
35
集
落
が
加
盟

し
て
お
り
、鳥
獣
被
害
防
止

特
別
措
置
法
に
基
づ
い
て
い

ま
す
。協
議
会
は
、加
盟
集

落
に
対
す
る
連
絡
や
調
整

の
ほ
か
、捕
獲
檻
の
整
備
、

貸
し
出
し
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、加
盟
集
落
の

要
望
に
応
じ
て
、金
網
固
定

柵
や
電
気
柵
、緩
衝
帯
を
設

置
す
る
事
業
実
施
主
体
と

し
て
、業
務
の
発
注
等
の
事

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。現
在

は
、協
議
会
の
業
務
の
ほ
と

狩
猟
免
許
取
得

に
要
す
る
経
費
の
半
額
程

度
を
助
成
し
て
お
り
、31
年

度
も
10
人
分
の
予
算
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

新
年
度
へ
向
け
て

市
と
し
て
の
考
え
方
は
。

鳥
獣
害
対
策
室

を
設
け
、専
任
の
職
員
を
配

置
し
、専
門
的
知
識
の
習
得

や
捕
獲
体
制
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

堀
田

総
務
部
長

総
務
部
長

堀
田

堀
田

堀
田

八
木

市
長

八
木

市
長

八
木

障
が
い
者
雇
用

外
国
人
雇
用

市
長

市
長

堀
田

堀
田

市
長

市
長

山
口

檻にかかったイノシシ

山
口 

志
代
治 

議
員

鳥
獣
害
対
策
の

　
　
取
り
組
み
は

あ
わ
ら
市
の

自
衛
官
募
集
の
状
況

障
が
い
者
と
外
国
人
雇
用
の

　
　
　
　
　
　
現
状
と
今
後

堀
田 

あ
け
み 

議
員

八
木 

秀
雄 

議
員
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物
を
決
め
ら
れ
た
場
所
に

集
め
、委
託
事
業
者
が
収
集

す
る「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
」

を
採
用
し
て
い
ま
す
。地
区

等
の
意
向
に
よ
り
設
置
さ

れ
て
い
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

６
６
７
カ
所
、収
集
に
要
す

る
委
託
費
は
年
間
約
１
億

１
千
６
０
０
万
円
で
す
。

高
齢
者
世
帯
等
に

対
す
る
ご
み
収
集
支
援
が

必
要
で
は
な
い
か
。社

会
福
祉

協
議
会
が
ご
み
出
し
支
援
活

動
を
行
う
区
を
対
象
に「
小

地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」と

「
通
所
型
介
護
予
防（
地
域

主
体
型
）事
業
」の
助
成
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、ま
ず
は
こ

う
い
っ
た
制
度
を
利
用
し
て

い
た
だ
き
、高
齢
者
を
支
え

あ
わ
ら
市
の
高
齢

化
の
現
状
は
。

平
成
30
年

４
月
１
日
現
在
、本
荘
地
区

及
び
金
津
地
区
を
除
く
10

地
区
に
お
い
て
、高
齢
者
人

口
比
率
が
30
％
を
超
え
、市

内
全
域
で
高
齢
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。高

齢
者
の
み
の
世

帯
、高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し

の
現
状
は
。

高
齢
者
の

み
の
世
帯
は
２
千
７
１
９
世

帯
で
世
帯
総
数
の
27
％
を

占
め
、こ
の
う
ち
、一
人
暮
ら

し
世
帯
は
１
千
６
１
４
世
帯

で
約
16
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
わ
ら
市
に
お
け

る
ご
み
の
収
集
方
法
、ま

た
、そ
の
経
費
は
い
く
ら
か
。

現
在
、家

庭
か
ら
出
さ
れ
る
一
般
廃
棄

る
環
境
づ
く
り
を
地
区
全

体
で
十
分
に
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

地
域
で
高
齢
者
の

ご
み
出
し
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
体
制
を
構
築
し
た
場
合
、

ま
ち
・む
ら
と
き
め
き
プ
ラ

ン
に
よ
る
事
業
支
援
が
受

け
ら
れ
な
い
か
。集

落
と
き
め

き
活
動
事
業
補
助
金
の
対

象
に
つ
い
て
は
、今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

場
が
あ
り
、１
０
０
台
が
空

い
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。ま
た
、東
口
駐
車
場
も

１
０
０
台
は
月
極
利
用
と

な
っ
て
い
る
。７
億
円
の
費

用
を
か
け
て
、立
体
駐
車
場

を
建
設
す
る
な
ら
ば
、駅
周

辺
の
民
間
駐
車
場
の
活
用

を
考
え
る
な
ど
、工
夫
し
て

は
ど
う
か
。

利
便
性
の
立
場
か

ら
考
え
て
、駅
に
し
っ
か
り

と
し
た
駐
車
場
が
あ
っ
た
方

が
良
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、大
雪
に
な
っ
て
も

間
違
い
な
く
２
０
０
台
は
確

保
で
き
ま
す
。

本
来
、駐
車
場
と
い

う
も
の
は
民
間
が
行
う
べ
き

事
業
と
考
え
る
。ま
ず
は
、

駅
前
の
賑
わ
い
を
創
出
す

る
こ
と
に
お
金
を
使
う
べ
き

で
な
い
か
。

西
口
立
体
駐
車
場

に
つ
い
て
、新
幹
線
芦
原
温

泉
駅
の
利
用
者
を
あ
わ
ら

市
民
だ
け
で
な
く
、坂
井

市
・
永
平
寺
町
・
福
井
市
北

部
・
勝
山
市
を
含
む
エ
リ
ア

を
想
定
し
た
計
画
で
あ
る

な
ら
ば
、建
設
費
の
一
部
を

他
の
利
用
市
町
に
負
担
し

て
も
ら
う
よ
う
働
き
か
け

る
べ
き
で
な
い
か
。

駐
車
場
整
備
の
負

担
は
、あ
く
ま
で
受
益
者
で

あ
る
利
用
者
が
負
担
す
べ
き

で
あ
り
、利
用
料
金
を
と
る

の
で
、あ
わ
ら
市
長
と
し
て
、

他
市
の
首
長
に
一
部
負
担
を

申
し
入
れ
る
こ
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。JR

芦
原
温
泉
駅
周

辺
に
お
け
る
民
間
駐
車
場

の
空
き
状
況
調
査
報
告
書

に
よ
る
と
、11
カ
所
の
駐
車

　
ま
た
、土
地
活
用
検
討
街

区
を
民
間
と
民
間
で
進
め

て
お
き
な
が
ら
、立
体
駐
車

場
を
民
間
で
進
め
な
い
理

由
は
何
か
。

駅
利
用
者
の
た
め

の
駐
車
場
を
整
備
・
運
営
し

よ
う
と
す
る
民
間
事
業
者

は
い
な
い
と
考
え
ま
す
。そ

こ
は
行
政
が
行
う
の
が
利

用
者
側
に
立
っ
た
考
え
方
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

水
田
、畑
地
の
耕
作

放
棄
地
の
状
況
は
。

ま
ず
、市
内
の
水
田

面
積
約
２
千
６
０
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
う
ち
、過
去
３
年

間
で
一
度
も
作
付
が
さ
れ
て

い
な
い
水
田
が
約
22
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
、総
面
積
に
占
め

る
割
合
は
約
１
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

次
に
、畑
に
つ
い
て
、坂
井

北
部
丘
陵
地
の
総
面
積
は

約
７
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ

り
、平
成
30
年
度
の
丘
陵
地

畑
作
調
査
の
結
果
、耕
作
放

棄
地
は
約
73
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

総
面
積
に
占
め
る
割
合
は

約
11
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

耕
作
放
棄
の
理
由

は
何
か
。農

業
従
事
者
の
高

齢
化
が
進
む
中
、一
段
と
担

い
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い

る
こ
と
が
一
番
の
原
因
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
対
策
と
し

て
、今
後
と
も
新
規
就
農
者

の
育
成
や
優
良
企
業
の
農

業
参
入
を
推
し
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、稲

作
経
営
の
認
定
農
業
者
に

対
し
、比
較
的
労
力
を
伴
わ

な
い
ソ
バ
等
の
作
付
を
促

し
、農
地
を
あ
っ
せ
ん
す
る

こ
と
で
耕
作
放
棄
地
の
解

消
や
未
然
防
止
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

獣
害
に
よ
る
用
排

水
路
法
面
と
畦
畔
の
崩
壊

に
つ
い
て
、市
と
し
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

そ
れ
ら
の
復
旧
に

は
、多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
の
共
同
の
資
源
向
上
活

動
事
業
を
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、土
地
改
良
区
施
設

の
農
道
、排
水
路
や
農
地
の

法
面
な
ど
の
イ
ノ
シ
シ
の
被

害
に
つ
い
て
は
、県
単
小
規

模
土
地
改
良
事
業
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、復
旧
に

向
け
た
取
り
組
み
が
で
き
る

よ
う
県
へ
要
望
し
、支
援
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

経
済
産
業
部
長

市
民
生
活
部
長

総
務
部
長

市
長

仁
佐

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

仁
佐

仁
佐

仁
佐

仁
佐

室
谷

室
谷

室
谷

毛
利

市
長

毛
利

市
長

毛
利

西
口
駅
前
広
場
の

プ
ラ
ン
は
で
き
て
い
る
か
。

西
口
駅
前
広
場
に

は
、駅
利
用
者
や
地
域
住
民

が
集
い
、く
つ
ろ
ぎ
と
賑
わ

い
の
拠
点
と
し
て
、賑
わ
い

ホ
ー
ル
や
大
屋
根
付
き
の

広
場
、観
光
案
内
・
魅
力
体

感
施
設
等
を
整
備
し
ま
す
。

土
地
活
用
検
討
街

区
の
進
捗
状
況
は
。JR

芦
原
温

泉
駅
西
口
の
土
地
活
用
検

討
街
区
に
お
け
る
機
能
充

実
や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
図

る
た
め
、駅
西
口
エ
リ
ア
活

用
促
進
協
議
会
を
設
立
し

ま
し
た
。新
幹
線
開
業
ま
で

に
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
を
整
備

す
る
こ
と
が
地
権
者
の
資

産
価
値
の
向
上
に
つ
な
が
る

と
認
識
さ
れ
て
お
り
、ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
事
業
者
を
中

心
に
交
渉
し
て
い
く
こ
と
で

合
意
は
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
予
定
と
し
て
、地

権
者
に
つ
い
て
は
、合
意
形

成
、売
価
・
移
転
補
償
額
、売

買
交
渉
、売
却
・
移
転
、税
金

対
応
と
進
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、事
業
候
補
者
に
つ
い

て
は
、出
店
調
査
、出
店
計

画
、売
買
交
渉
、設
計
・
建
築

と
ス
テ
ー
ジ
が
進
ん
で
い
き

ま
す
。

　

現
在
は
、地
権
者
の
ス

テ
ー
ジ
は
合
意
形
成
が
ほ
ぼ

終
わ
り
、売
価
・
移
転
補
償

額
へ
、事
業
候
補
者
は
出
店

調
査
・
計
画
へ
と
進
ん
で
い

く
と
こ
ろ
で
す
。

ａ
キ
ュ
ー
ブ
及
び
金

津
本
陣
に
ぎ
わ
い
広
場
の

考
え
方
は
。

金
津
本
陣

に
ぎ
わ
い
広
場
に
つ
い
て
は
、

西
口
駅
前
広
場
や
民
間
事

業
者
の
進
出
が
見
込
ま
れ

る
土
地
活
用
検
討
街
区
な

ど
の
開
発
と
連
動
し
な
が

ら
、今
後
の
活
用
方
策
を
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。西
口
広
場
に
整
備
す
る

賑
わ
い
ホ
ー
ル
や
広
場
と
の

機
能
の
す
み
分
け
を
行
い
な

が
ら
、子
ど
も
た
ち
や
子
育

て
世
代
、あ
る
い
は
お
年
寄

り
な
ど
地
域
に
住
む
人
た

ち
が
気
軽
に
集
い
、憩
う
こ

と
が
で
き
る
場
と
し
て
活
用

さ
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長

吉
田

吉
田

市
長

市
長

市
長

経
済
産
業
部
長

吉
田

JR芦原温泉駅前イノシシによる掘り返しの現場視察

現在の芦原温泉駅西口駐車場

高
齢
者
の

　
ご
み
出
し
支
援
を

農
業
振
興
の

 

積
極
的
な
取
り
組
み
を

新
幹
線
開
業
に
向
け
て

立
体
駐
車
場
整
備
の
再
検
討
を

室
谷 

陽
一
郎 

議
員

毛
利 

純
雄 

議
員

芦
原
温
泉
駅

周
辺
整
備
に
意
見
！

吉
田 

太
一 

議
員

仁
佐 

一
三 

議
員
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現
在
、あ
わ
ら
市
内

に
は
、１
２
９
の
行
政
区
が

あ
る
が
、高
齢
過
疎
化
が
進

む
中
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
は

希
薄
化
し
、自
治
会
・
互
助

組
織
と
し
て
の
機
能
が
低

下
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、区
か
ら

解
散
届
が
出
さ
れ
た
場
合
、

ど
う
対
応
す
る
の
か
。

区
が
解
散
す
る
と
い

う
こ
と
は
、こ
れ
ま
で
区
で

行
わ
れ
て
い
た
空
き
缶
拾
い

や
草
刈
り
な
ど
の
社
会
奉

仕
活
動
も
実
施
さ
れ
ず
、景

観
や
生
活
環
境
が
悪
化
す

る
な
ど
、様
々
な
悪
影
響
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
は
、市
と
し
て
、住
民

へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

し
な
い
よ
う
に
、周
辺
の
行

政
区
と
の
合
併
も
視
野
に

入
れ
、そ
の
行
政
区
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

解
散
後
に
お
け
る

災
害
時
の
対
応
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

ま
ず
は
、解
散
の
届

が
出
さ
れ
る
以
前
に
、近
隣

の
行
政
区
と
の
合
併
を
促

す
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

例
え
、行
政
区
が
解
散

し
、再
編
さ
れ
た
と
し
て
も
、

ま
た
、自
主
防
災
組
織
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、市
と
し
て
、

災
害
時
に
は
各
区
に
対
し

全
力
で
対
処
し
て
い
き
ま

す
。

行
政
区
が
合
併
し

た
場
合
、ど
う
対
応
す
る
の

か
。

行
政
区
が
、仮
に
合

併
し
た
場
合
に
は
、各
行
政

区
の
規
約
の
改
正
の
ほ
か
、

管
理
し
て
い
る
集
会
施
設

や
防
犯
灯
な
ど
の
財
産
処

分
、各
種
役
員
の
配
置
な
ど

の
調
整
、消
防
組
合
と
い
っ

た
関
係
機
関
へ
の
周
知
な
ど

に
、適
切
に
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、各
区
長
か
ら
合
併

に
向
け
た
相
談
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、「
新
た
な
集
落
の

形
」を
提
案
す
る
な
ど
、各

区
の
合
併
後
の
集
落
活
動

の
機
能
が
低
下
し
な
い
よ

う
、市
が
調
整
役
を
担
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

を
つ
け
、健
康
寿
命
を
伸
ば

す
こ
と
を
目
的
と
し
た
健

康
ポ
イ
ン
ト
事
業「
あ
わ
ら

健
康
と
き
め
き
チ
ャ
レ
ン

ジ
」を
平
成
31
年
度
に
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

自
ら
の
健
康
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
や
、健
診
受
診
状

況
、市
主
催
の
運
動
関
連
イ

ベ
ン
ト
参
加
状
況
な
ど
、約

20
項
目
の
健
康
づ
く
り
活

動
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
け
、ポ

イ
ン
ト
を
集
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。10
ポ
イ
ン
ト
以
上
貯

め
た
人
に
達
成
賞
と
し
て
、

賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
事
業

は
継
続
す
る
の
か
。

　
ま
た
、そ
の
中
に「
運
動
」

の
新
規
事
業
の
計
画
は
あ

る
の
か
。

「
Ｈ
Ｅ
Ｅ

居
住
地
以
外
や
多

く
の
機
関
で
検
査
や
接
種

が
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
民
検
診

や
職
場
の
検
診
の
機
会
に

加
え
、 

全
国
の
医
療
機
関
で

個
別
に
受
け
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

事
業
導
入
に
向
け
て
の
進

捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

18
歳
以
上

の
市
民
を
対
象
と
し
、日
常

生
活
の
中
で
運
動
や
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
た
健
康
づ

く
り
を
啓
発
し
、運
動
習
慣

Ｃ
Ｅ
」と
い
う
言
葉
は
使
用

し
ま
せ
ん
が
、掲
げ
ら
れ
た

事
業
に
つ
い
て
は
継
続
し
て

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、運
動
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、今
年
９
月
に
開
催
予

定
の「
あ
わ
ら
観
月
の
夕
べ
」

に
合
わ
せ
て
、
新
た
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
計
画

し
て
お
り
、北
潟
湖
畔
を

ゴ
ー
ル
と
す
る
魅
力
あ
る

コ
ー
ス
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

駅
西
口
エ
リ
ア
は
、

あ
わ
ら
市
の「
顔
」と
な
る

場
所
で
あ
る
。こ
の
整
備
に

つ
い
て
は
、民
間
主
導
で
し

た
い
と
の
こ
と
で
、地
権
者

を
中
心
と
し
た「
活
用
促
進

協
議
会
」が
来
年
３
月
末
ま

で
に
整
備
案
を
取
り
ま
と

め
る
と
の
こ
と
だ
が
、市
と

し
て
の
整
備
案
を
出
さ
ず
、

「
促
進
協
議
会
」に
丸
投
げ

で
は
無
責
任
で
あ
り
、取
り

ま
と
め
は
無
理
で
は
な
い

か
。

西
口
エ
リ
ア
の
整
備

に
つ
い
て
は
、昨
年
７
月
に

策
定
し
た「
芦
原
温
泉
駅
周

辺
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」に

基
づ
き
進
め
ま
す
が
、民
間

の
活
力
で
開
発
で
き
る
も
の

で
あ
れ
ば
、こ
れ
を
効
果
的

に
活
用
す
べ
き
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

現
在
、地
権
者
の
意
思
統

一
を
図
り
な
が
ら
、ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
事
業
者
を
中
心
に

交
渉
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

市
と
し
て
は
、無
秩
序
な
土

地
利
用
が
な
さ
れ
な
い
よ

う
、あ
る
程
度
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
は
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
が
、あ
く
ま
で
民
間
主

導
に
よ
る
整
備
を
考
え
て
い

ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

建
設
に
反
対
で
は
な
い
が
、

市
民
が
集
ま
っ
て
く
る
た
め

に
は
、ホ
テ
ル
だ
け
で
な
く
、

商
業
施
設
も
一
緒
に
し
た
複

合
施
設
が
必
要
と
考
え
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、整
備

案
の
作
成
は
地
権
者
任
せ

に
せ
ず
、市
が
責
任
を
持
っ

て
示
し
、市
民
が
納
得
で
き

る
整
備
と
な
る
よ
う
強
く

求
め
る
。

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

市
長

平
野

平
野

健
康
福
祉
部
長

平
野

山
川

山
川

市
長

市
長

山
田

風
疹
と
肺
炎
予
防
対
策

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
の

導
入

山
田

市
長

山
田

激励金・協賛金一覧
　あわら市議会議員会は、青少年の育成を目的に、小中学生がスポーツ等で全国大会に出場する場合、
内規に基づき激励金を贈っています。また、地域の活性化を図る観点から、各種協賛も行っています。
　平成３０年度の激励金・協賛金一覧を掲載します。

月 激 励 金・協 賛 金 の 内 容 金額（単位：円）

合　　　　　　　　計

緑の募金
金津創作の森友の会年会費
竹田川フェスタ協賛金
日本中国友好協会年会費
文化協議会賛助会員会費
金津まつり「本陣飾り物」ＰＲポスター製作費助成金
全国大会等出場激励金（第19回全日本少年少女空手道選手権大会）
芦原中学校文化部サマーコンサート協賛金
金津中学校サマーコンサート協賛金
社会福祉協議会特別会費
全国大会等出場激励金（第45回全日本中学校陸上競技選手権大会）
７月豪雨被害義援金（全国市議会議長会を通じて被災10府県へ）
全国大会等出場激励金（第39回文部科学大臣杯少年少女囲碁大会全国大会）
全国大会等出場激励金（第48回全国中学校バドミントン大会）
赤い羽根共同募金
全国大会等出場激励金（第18回全日本チアダンス選手権大会）
全国大会等出場激励金（第46回バトントワーリング全国大会）
全国大会等出場激励金（JFA第24回全日本U-15フットサル選手権大会）
全国大会等出場激励金（第44回全日本バトントワーリング選手権大会）
全国大会等出場激励金（USA Nationals 2019（チアリーディング＆ダンス））
全国大会等出場激励金（第32回都道府県対抗ジュニアバスケットボール大会2019）
全国大会等出場激励金（第50回全日本ミニバスケットボール大会）

9,000
36 ,000
50 ,000
18 ,000
18 ,000
100 ,000
10 ,000
10 ,000
10 ,000
36 ,000
5 ,000

100 ,000
5 ,000
5 ,000
54 ,000
15 ,000
5 ,000
30 ,000
5 ,000
5 ,000
5 ,000
30 ,000
561 ,000

４ 月

7 月

8 月

6 月

10 月

11 月

12 月

3 月

区による草刈り活動駅西口エリア（土地活用検討街区）

山
川 

知
一
郎 

議
員

風
疹
・
肺
炎
予
防
策
と

 

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
導
入
を

駅
西
口
エ
リ
ア
に
複
合
施
設
を

市
が
責
任
を
持
ち
、

  

市
民
が
納
得
で
き
る
整
備
を

行
政
区
の
あ
り
方

山
田 

重
喜 

議
員

平
野 

時
夫 

議
員

あわら市議会だより あわら市議会だより 1011



討 論

↑議会活性化特別委員会正副委員長(左)から答申書を
　受け取る議会運営委員長(右)

↑議会活性化特別委員会

西口駐車場、西口駅前広場に係る基本設計の実績が示
されていない状況で、実施設計の予算は認められない。

理事者は、基本設計が完了次第、議会に報告し、同意が
得られた後に実施設計を執行したいとのことである。

平成３１年度一般会計予算平成３１年度一般会計予算
反対

資産割の税率を下げたことは認めるが、未だ国民健康保
険税は高過ぎる。

平成３１年度国民健康保険特別会計予算平成３１年度国民健康保険特別会計予算

反対

資産割及び均等割を即刻廃止すべきである。

国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定
反対

全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の
実行を求める意見書提出に関する請願
全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の
実行を求める意見書提出に関する請願

特に駅周辺整備の進め方、実施設計費用の計上等、現
段階では納得できない。

反対

賛成

基地周辺住民の平穏な生活を取り戻すために、国に対し
て意見書を提出すべきである。

賛成

※
地
方
自
治
法
第
99
条
に
お
い
て
、
議
会
は
、
あ
わ
ら
市

の
公
益
に
関
す
る
事
件
に
つ
き
、
意
見
書
を
国
会
や

関
係
行
政
庁
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

請
願
・
陳
情

意
見
書
等

安
保
破
棄
福
井
県
実
行
委
員
会
　
事
務
局
長
　
奥
出
　
春
行

提
出
者

不
採
択

結
　
果

趣
旨
は
理
解
す
る
が
、
国
レ
ベ
ル
の
問
題
で
あ
り
、
地
方
議
会
が
意
見
す

る
こ
と
で
は
な
い
。

理

由

●
全
国
知
事
会
の「
米
軍
基
地
負
担
に
関
す
る
提
言
」の
実
行
を
求
め
る
意

見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

議活委員長 定数２人減を答申議活委員長 定数２人減を答申
　３月19日の議会運営委員会において、議会活性化特

別委員長から議会運営委員長に対して、「あわら市議

会議員の定数については、現在の18人から２人減の

16人とすることが望ましい。」との答申がありました。

　加えて、議会活性化特別委員長からは、これまで11

回にわたり会議を開き、①法制度上の確認②これまで

のあわら市における議員定数の推移③財政規模、県

内自治体、他府県の議員定数の状況④地域固有の事

情⑤一部事務組合等近隣自治体との関係⑥女性、若

者の政治参加への影響⑦議会運営に及ぼす影響⑧委

員会での各委員の主な意見等、以上８項目について協

議を進め、結論に達したとの報告がありました。

　議会運営委員長からは、この答申を真摯に受け止

め、更に議論を深めたいとの発言がありました。
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平成３０年度あわら市一般会計補正予算（第６号）

平成３０年度あわら市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

平成３０年度あわら市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

平成３０年度あわら市水道事業会計補正予算（第３号）

平成３０年度あわら市公共下水道事業会計補正予算（第３号）

平成３１年度あわら市一般会計予算

平成３１年度あわら市国民健康保険特別会計予算

平成３１年度あわら市後期高齢者医療特別会計予算

平成３１年度あわら市農業者労働災害共済特別会計予算

平成３１年度あわら市水道事業会計予算

平成３１年度あわら市公共下水道事業会計予算

平成３１年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計予算

あわら市税条例の一部を改正する条例の制定について

セントピアあわら条例の一部を改正する条例の制定について

新市建設計画の変更について

あわら市教育委員会委員の任命について

あわら市固定資産評価審査委員会委員の選任について

あわら市固定資産評価審査委員会委員の選任について

あわら市固定資産評価審査委員会委員の選任について

人権擁護委員の候補者の推薦について

議
決
結
果

市
　
　
長
　
　
提
　
　
出
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案
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目
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山
口
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代
治

室
谷
陽
一
郎

堀
田
あ
け
み

○…賛成　　X…反対　　△…棄権　　ー…欠席等
※議長（森 之嗣）は採決に加わらないので「／」で表示

第96回  あわら市議会定例会 議案等の審議結果及び各議員表決平成31年3月

平成３０年度あわら市一般会計補正予算（第６号）

平成３０年度あわら市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

平成３０年度あわら市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

平成３０年度あわら市水道事業会計補正予算（第３号）

平成３０年度あわら市公共下水道事業会計補正予算（第３号）

平成３０年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計補正予算（第２号）

平成３１年度あわら市一般会計予算

平成３１年度あわら市国民健康保険特別会計予算

平成３１年度あわら市後期高齢者医療特別会計予算

平成３１年度あわら市農業者労働災害共済特別会計予算

平成３１年度あわら市水道事業会計予算

平成３１年度あわら市公共下水道事業会計予算

平成３１年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計予算

あわら市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

あわら市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について

あわら市税条例の一部を改正する条例の制定について

あわら市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

あわら市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

あわら市母子家庭等医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について

セントピアあわら条例の一部を改正する条例の制定について

あわら市工業用水道事業給水条例の廃止等に関する条例の制定について

あわら市及び福井市における連携中枢都市圏の形成に係る連携協約の締結について

新市建設計画の変更について

あわら市教育委員会委員の任命について

あわら市固定資産評価審査委員会委員の選任について

あわら市固定資産評価審査委員会委員の選任について

あわら市固定資産評価審査委員会委員の選任について

人権擁護委員の候補者の推薦について

全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の実行を求める意見書提出に関する請願

平成３０年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計補正予算（第２
号）

あわら市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について
あわら市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について

あわら市母子家庭等医療費の助成に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

あわら市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定につい
て
あわら市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

あわら市工業用水道事業給水条例の廃止等に関する条例の制定に
ついて
あわら市及び福井市における連携中枢都市圏の形成に係る連携協
約の締結について

全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の実行を求める意見書
提出に関する請願

あわら市議会だより13 あわら市議会だより 12


